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県指定無形民俗文化財 久野原の御田（おんだ）

ま ち の わ だ い

2 月 11日（水）、久野原の岩倉神社境内で県指定無形民俗文化財の「久野原の御田」が奉納されました。
これは、久野原・岩倉神社で稲作の生産過程を模倣的に演じることによって、その年の豊穣を祈願する予

よ

祝
しゅく

行事です。地区の住民の手によって、大切に伝承され隔年（西暦奇数年）の 2 月 11日に公開されています。
「御田」が奉納される久野原岩倉神社までは幟

のぼり

2 本を先頭に、御田関係者が全員参加し、太鼓に合わせて
謡
うたい

囃
ばや

子
し

を唄いながら粛々と神社に歩んで行きました。新春の風物詩である、この行列は「お渡り」と呼ばれ
ています。（表紙）

境内に到着し拝礼した後、舞の奉納が行われました。全国に伝承されている御田のほとんどが田植えまで
で終わるといわれていますが、田おこしから収穫までの全生産過程、さらに籾

もみ

摺
す

り、籾供えまでを含んでおり、
芸能的にも特色あるものとなっています。また、御田に登場する田

た

植
うえ

子
こ

がとても愛らしく、ほのぼのとした
演技が展開されました。

今年は気候に恵まれ、青空の下で披露されました。2 年に 1 度しか行われない伝統芸能に観光客が大勢
詰めかけ、見事な演技に見入られ、舞終えると盛大な拍手が送られました。
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3 職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当（平成 26 年度）

支
給
割
合

区分 ６月期 １２月期 計
期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.825 月分 1.5 月分

計 1.9 月分 2.2 月分 4.1 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級等による
加算措置　　役職加算　5 ～ 10％

（2）退職手当（平成 26 年 4 月 1 日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分
勤続 35 年 43.7 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置　2 ～ 20％
退職時特別昇給 な　し

（注）職員手当としては、その他に、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などがあります。

4 特別職の報酬等の状況 （平成 26 年 4 月 1 日現在）

給料月額 町長
副町長

700,000 円
580,000 円

議　員
報酬月額

議長
副議長
議員

300,000 円
250,000 円
230,000 円

期末手当

町長
副町長

 　　　　　　　　　　　　役職加算
2.6 月分　×　給料月額　×　135％

議長
副議長
議員

　 　　　　　　　　　　　　役職加算
2.6 月分　×　給料月額　×　110％

退職手当 町長
副町長

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
700,000 円×在職月数× 0.433
580,000 円×在職月数× 0.258

14,548,800 円
7,182,720 円

任期満了時
（通算可）

（注）退職手当の「1 期の手当額」は 4 月 1 日現在の給料月額及び支給率に
基づき、1 期（4 年＝ 48 月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

5 部門別職員数の状況 （各年 4 月 1 日現在、単位：人）

区　　分
職員数 対前年

増減数平成 25 年 平成 26 年

一般行政
部　　門

議会 3 3 0
総務 47 47 0
税務 14 14 0

農林水産 30 28 ▲ 2
商工 9 8 ▲ 1
土木 14 15 1
民生 89 89 0
衛生 17 17 0
小計 223 221 ▲ 2

特別行政
部　　門

教育 45 48 3
消防 63 62 ▲ 1
小計 108 110 2

普通会計計 331 331 0

公営企業等
会計部門

水道 12 13 1
下水道 10 10 0
その他 24 24 0
小計 46 47 1

合　　　計 377 378 1

1 総括
（1）人件費の状況
　　（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況
　　（普通会計決算）

2 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
　　（平成 26 年４月１日現在）

区　分

一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与

月額
（国ベース）

有田川町 43.6 歳 323,300 円 379,559 円 346,139 円
和歌山県 42.7 歳 333,440 円 408,742 円 367,675 円

国 43.5 歳 335,000 円 　― 　円 408,472 円
（注１）「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均です。
（注２）「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、

時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
（注３）「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には

時間外勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国
家公務員と同じベースで再計算したものです。

（2）職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在）
区分 有田川町 和歌山県 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円
大学卒 178,800 円

総合 181,200 円

短大卒 152,800 円 一般 172,200 円

高校卒 140,100 円 144,500 円 140,100 円

技　能
労務職

大学卒 172,200 円 ― ―

短大卒 152,800 円 ― ―

高校卒 140,100 円 141,900 円 ―

福祉職
および
消防職

大学卒 172,200 円 ― ―

短大卒 152,800 円 ― ―

高校卒 140,100 円 ― ―

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 26 年４月１日現在）

区　分
経験年数
10 年以上
15 年未満

経験年数
15 年以上
20 年未満

経験年数
20 年以上
25 年未満

大　卒 277,300 円 307,500 円 345,600 円

短大卒 260,100 円 298,200 円 333,800 円

高　卒 250,100 円 273,300 円 322,200 円
（注）一般行政職、技能労務職、福祉職、消防職いずれも同じ給料表を使用

しています。

有田川町の給与・定員管理の状況

人件費以外
13,849百万円

(82.7％)

人件費
2,895百万円
(17.3％)

職員手当
200,433千円

給料
1,404,296千円

(68.7％)

平成25年度
合計

2,045,352
千円

平成25年度
歳出額
16,744
百万円

(9.8％)

期末・勤勉
手当

440,623千円
　(21.5％)
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月日 予定時間 地　区 注射場所

⑤
4
月
17
日（
金
）

9:15 ～ 9:20 宇井苔 宇井苔集会所前

 9:30 ～ 9:40 修理川 修理川小学校下の国道

9:45 ～ 9:50 松原 上松原・前川橋北詰

9:55 ～ 10:05 修理川 松原橋（下）国道側詰

10:10 ～ 10:15 糸川 糸川集会所下町道

10:20 ～ 10:25 歓喜寺 和田行夫さん宅前町道

10:30 ～ 10:40 吉原 石垣公民館前

10:45 ～ 10:55 吉原 四部公園

11:00 ～ 11:10 吉原 岩間寺上交差点附近

11:15 ～ 11:25 歓喜寺 明恵上人遺跡前

11:30 ～ 11:35 吉原 中井利一さん宅附近

13:15 ～ 13:25 長谷川 長谷川区民館前

13:30 ～ 13:40 長谷川 一ツ田友也さん宅下国道

13:50 ～ 14:10 金屋 天理教附近堤防

14:15 ～ 14:25 中井原 コメリ金屋店附近

14:30 ～ 14:40 金屋 金屋区民館前

14:45 ～ 15:20 金屋 金屋庁舎駐車場

⑥
4
月
22
日（
水
）

9:20 ～ 9:25 川口 川口集会所前

9:30 ～ 9:40 岩野河 岩倉公民館前

9:55 ～ 10:00 谷 谷区ゴミステーション前

10:15 ～ 10:25 岩野河 中戸橋国道側附近

10:30 ～ 10:35 粟生 東工舎金属製作所前

10:40 ～ 10:50 粟生 粟生連絡所前

10:55 ～ 11:00 粟生 粟生保育所前

11:05 ～ 11:15 粟生 坂上スタンド前

11:20 ～ 11:25 粟生 五村口（国道側）附近

11:35 ～ 11:40 中原 福本ふさよさん宅前

13:00 ～ 13:05 川合 五郷出張所

13:10 ～ 13:15 二澤 二澤口橋

13:20 ～ 13:25 二澤 坂上熊三さん宅前

13:30 ～ 13:35 二澤 南節和さん宅前

13:55 ～ 14:00 二川 特養しみず園下

14:05 ～ 14:10 二川 二川保育所前

14:15 ～ 14:25 二川 城山出張所　附近

14:35 ～ 14:40 東大谷 古田正治さん宅前

14:55 ～ 15:00 日物川 丹生大明神前

15:10 ～ 15:15 境川 境川コミュニティセンター

月日 予定時間 地　区 注射場所

⑦
4
月
23
日（
木
）

9:30 ～ 9:35 楠本 松本昌子さん宅前

9:40 ～ 9:45 楠本 法福寺前

9:50 ～ 9:55 楠本 青石スタンド前

10:00 ～ 10:05 楠本 高原の家しみず　前

10:20 ～ 10:25 楠本 井本店前

10:35 ～ 10:40 沼 旧ＪＡ沼取次所前

10:50 ～ 10:55 遠井 遠井コミュニティセンター前

11:00 ～ 11:05 遠井 山手橋詰

11:20 ～ 11:25 宮川 宮川口

12:50 ～ 12:55 宮川 谷口恒久さん宅前

13:00 ～ 13:05 大蔵 スクールバス待合所

13:10 ～ 13:15 沼谷 沼谷公民館前

13:40 ～ 13:45 下湯川 畔川店前

13:50 ～ 13:55 下湯川 多井ゴミステーション前

14:00 ～ 14:05 下湯川 多津橋詰

14:15 ～ 14:20 下湯川 藤田治弘さん宅前

14:35 ～ 14:40 上湯川 下原口

14:45 ～ 14:50 上湯川 平林店前

15:25 ～ 15:30 沼 一番星店前

15:35 ～ 15:40 楠本 大岡酒店前広場（ダム湖畔側）

⑧
4
月
24
日（
金
）

9:30 ～ 9:35 三田 若者広場駐車場

9:40 ～ 9:45 清水 久保モータース前

9:50 ～ 10:00 清水 清水橋詰

10:05 ～ 10:20 清水 西原マルカ土場

10:25 ～ 10:30 清水 島崎旧有鉄車庫前

10:35 ～ 10:40 清水 湯子真澄さん宅前

10:45 ～ 10:55 清水 清水行政局前

11:00 ～ 11:10 清水 清水文化センター駐車場

11:20 ～ 11:25 久野原 松浦喜吉さん宅前

13:10 ～ 13:25 久野原 消防団詰所前（JA 久野原支所跡）

13:30 ～ 13:35 久野原 えびす橋詰

13:40 ～ 13:45 久野原 岡本弘さん宅前

14:00 ～ 14:05 室川 坂本谷橋詰

14:15 ～ 14:20 井谷 森谷店前

14:25 ～ 14:35 板尾 安諦出張所前

14:40 ～ 14:45 杉野原 井本店前

14:50 ～ 14:55 杉野原 杉野原地域活性化センター前

15:05 ～ 15:15 押手 押手橋詰

◦ 注射頭数や交通事情によって、予定時間どおり到着しない場合があります。
◦ 実施日や時間、注射場所が変わっている地区がありますのでご注意ください

【狂犬病予防集合注射に関するお問い合わせ先】吉備庁舎　環境衛生課／清水行政局　建設環境室　℡５２－２１１１

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
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狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

狂犬病は、かかった犬に噛まれると感染し、犬も人
間も死亡率が高い恐ろしい病気です。
このような病気を流行させない為に、下記の日程で
狂犬病集合注射を行いますので、飼い主の方は飼い犬
（生後 3カ月以上）に予防注射を受けさせてください。

平成 27 年度狂犬病集合注射実施日程
月日 予定時間 地　区 注射場所

①
4
月
13
日
（
月
）

9:10 ～ 9:25 徳田 金屋橋南詰官地
9:30 ～ 9:45 徳田 上徳田公民館
9:50 ～ 10:10 徳田 秋葉公民館

10:20 ～ 10:40 吉見 吉見公民館
10:45 ～ 11:05 西丹生図 西丹生図公民館
11:10 ～ 11:30 垣倉 垣倉公民館
13:00 ～ 13:30 庄 JA 御 共撰組合
13:35 ～ 14:00 庄 庄公民館
14:05 ～ 14:20 尾中 尾中公民館
14:25 ～ 14:45 長田 田殿公民館
14:50 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

②
4
月
14
日
（
火
）

9:10 ～ 9:30 下津野 町商工会駐車場
9:35 ～ 9:55 天満 藤並老人憩の家

10:00 ～ 10:20 上中島 上中島公民館
10:25 ～ 10:35 小島 小島資源ゴミ置場
10:45 ～ 11:05 明王寺 光明寺駐車場（自動車学校北）
11:10 ～ 11:40 水尻 水尻公民館
13:00 ～ 13:10 熊井 熊井公民館
13:15 ～ 13:25 熊井 熊井なぎの里ゴミ置場前
13:35 ～ 14:00 奥 奥ヒシオ出荷場
14:05 ～ 14:25 土生 土生公民館
14:30 ～ 14:50 天満 藤並公民館
15:00 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

〈問い合わせ先〉
　吉 備 庁 舎　環境衛生課
　清水行政局　建設環境室 ☎52‐2111

狂犬病予防
集合注射のお知らせ

【飼い主の方へのお願い】
◎注射の事故を防ぐため、犬を押さえることがで
きる方が犬を連れてきてください。
◎犬は健康体であることが前提です。
　（注射の１週間前に、普段通り調子の良いことが目安です）
◎飼い犬のフンは必ず持ち帰ってください。
◎次の犬は、動物病院で相談の上注射を受けてください。
①犬を押さえる人がいないとき
②犬の体調が悪い、様子が普段と違うとき
③慢性的な病気を持っている犬
④最近、治療・予防注射などの処置を受けた犬
⑤興奮しやすい性格の犬
⑥妊娠、発情などで普段と違う状態にある犬

月日 予定時間 地　区 注射場所

③
4
月
15
日（
水
）

9:10 ～ 9:15 中野 中野区ゴミステーション前
9:20 ～ 9:30 中野 Ｊ A 金屋支所北側駐車場向かい
9:35 ～ 9:55 市場 第五共撰前

10:05 ～ 10:10 釜中 釜中集会所附近町道
10:20 ～ 10:30 下六川 下六川橋附近
10:35 ～ 10:45 黒松 黒松登り口三差路
10:50 ～ 10:55 上六川 青木橋前
11:05 ～ 11:15 糸野 生石公民館前
11:20 ～ 11:30 丹生 カタカメ共撰附近
13:00 ～ 13:10 出 丹生神社前
13:15 ～ 13:30 船坂 船坂公民館
13:35 ～ 13:55 賢 賢公民館
14:00 ～ 14:20 大谷 大谷公民館
14:25 ～ 14:50 田口 田口公民館
15:00 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

④
4
月
16
日（
木
）

9:10 ～ 9:20 小川 小川区民館前
9:25 ～ 9:35 吉田 酒本運送前
9:40 ～ 9:50 吉田 Ｊ A 金屋支所東部店前
9:55 ～ 10:00 有原 有原ゴミ置場前

10:10 ～ 10:15 西ヶ峯上 西ヶ峯上区民館前
10:30 ～ 10:35 西ヶ峯下 浦義商店前
10:40 ～ 10:45 西ヶ峯下 五名大橋国道側詰
10:55 ～ 11:00 畦田 旧北小学校前
11:05 ～ 11:10 彦ヶ瀬 彦ヶ瀬下り口国道附近
11:15 ～ 11:20 瀬井 畳岩橋横
11:25 ～ 11:30 中 中区民館前
13:00 ～ 13:05 中峯 成見文代さん宅前
13:10 ～ 13:15 本堂 五西月公民館下県道
13:20 ～ 13:25 沼田 沼田集会所前
13:35 ～ 13:45 生石 生石集会所前
13:55 ～ 14:05 尾上 早月小学校附近
14:10 ～ 14:15 延坂 津木商店上ゴミステーション前
14:20 ～ 14:25 青田 青田区民館前
14:30 ～ 14:45 伏羊 伏羊区民館前
14:55 ～ 15:00 立石 立石上の段の下県道

 注射料 　※見込み3,190円（１頭につき）
　　（内訳　注射手数料 2,640 円、注射済票代 550 円）
　　　※今年度の注射手数料が変更される予定です。
　　　　額が確定次第、広報等にてお知らせします。

 登録料 　3,000円（１頭につき）
　　　　　  ※登録は生涯に１回です。

※おつりのいらないように、ご協力お願いします。

5



健康みちしるべ

～
自
殺
対
策
強
化
月
間
～

金
屋
庁
舎
　
健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局
　
住
民
福
祉
室	

☎

自
死
の
原
因
や
動
機
は
人
そ
れ
ぞ
れ
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
自
死
さ
れ
た
方
の
多
く

が
、
そ
の
直
前
に
は
う
つ
病
な
ど
の
精
神

疾
患
に
患
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
う
つ
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
は
自
死
を
防
ぐ
上
で
重
要
な
こ

と
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
う
つ
病

患
者
の
多
く
は
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
家
族
や
周

囲
の
人
が
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
「
ど
う

し
た
の
？
」
と
一
声
か
け
る
こ
と
や
、
医

療
機
関
や
役
場
、
保
健
所
な
ど
の
専
門
の

機
関
へ
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
平
成
25
年
の
全
国
の
自
死
者
は
、

2
7
0
0
0
人
あ
ま
り
と
依
然
多
く
、

和
歌
山
県
に
お
い
て
は
全
国
平
均
を
上

回
り
、
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
方

が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
若
者
（
15
歳
～
39
歳
）
の

死
因
の
第
1
位
に
な
っ
て
お
り
、
特
に

学
生
の
自
死
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
う
つ
病
の
し
く
み

き
っ
か
け
は
、
強
い
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

心
身
の
疲
労
で
す
が
、
発
症
自
体
は
、
脳

で
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
神
経

伝
達
物
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う

の
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
2
週
間
以
上
も
抑
う
つ
状
態
が
続

き
、生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
て
き
ま
す
。

○
う
つ
病
の
患
者
さ
ん
に
多
く
み
ら
れ
る

性
格
な
ど

・
真
面
目
で
仕
事
や
家
事
に
熱
心

・
優
先
順
位
づ
け
が
苦
手

・
責
任
感
が
強
く
完
璧
主
義

・
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
う
ま
く
で
き
な
い

・
ど
ん
な
物
事
に
対
し
て
も
、
几
帳
面
に

取
り
組
む

・
融
通
が
き
き
に
く
く
頑
固

○
う
つ
病
の
経
過

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
急
に
生
活
の
中

で
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
、
物
事

に
興
味
が
持
て
な
く
な
る
、
劣
等
感
を
感

じ
る
、
眠
れ
な
い
と
い
っ
た
前
兆
の
よ
う

な
症
状
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
最
初
は
ど
の

症
状
も
軽
い
の
で
す
が
、
や
が
て
憂
う
つ

な
気
分
が
強
く
な
り
、
行
動
す
る
こ
と
す

ら
お
っ
く
う
に
な
っ
て
い
る
自
分
を
感

じ
、
自
分
を
責
め
た
り
、
集
中
力
が
無
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
重
度
に
な
る

と
悲
劇
的
な
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

行
動
に
移
す
事
や
人
に
援
助
を
求
め
る
事

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
出
来
る
限
り
早
い

段
階
か
ら
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
徐
々
に
回
復
し
て
、
か
ら
だ
の
症
状

も
軽
く
な
り
以
前
の
よ
う
な
日
常
生
活
を

送
れ
ま
す
。

○
う
つ
病
の
治
療

休
養
、
心
理
療
法
、
薬
物
療
法
、
運
動

療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
心
と
身
体
の

休
養
を
十
分
取
り
、
し
っ
か
り
休
む
こ
と

が
一
番
で
す
。
普
段
か
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
身
近
な
家
族
や
友
人
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

支援センターは、みなさんの子育てを応援します。
子育てへの不安を少しでも解消し、同年代の子どもさんをもつ
親同士の交流の場として、支援センターを利用して下さいね！

子育てワンポイントアドバイス
ありがとうという言葉をどんどん使いましょう！

人に対する感謝の気持ちが育ちます。
開　　設　　日

子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

3月3日（火）ほっとルーム、27日（金）あそびのひろばは
お休みさせていただきます。

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎ 090-7966-1697　　52-5474［FAX 兼用］

子育て支援センターだより

健康な場合とうつ病の場合の神経伝達物質（セロトニン）の様子

健康な時には。脳内の神経伝達物質
（セロトニン）の量が一定に保たれ
ています。

セロトニン─

神	経 神	経

神	経 神	経

セロトニン─

健康な時 うつ病になると…

神経伝達物質（セロトニン）の量が
減り、神経伝達がうまくできなくな
ります。
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健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 3日（火）清水保健センター
3月 4日（水）金屋文化保健センター
4月 1日（水）金屋文化保健センター
4月 7日（火）清水保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
　【20:00 ～ 21:00】
　3月 12日（木）
　　リズムウオーキング
　【14:00 ～ 15:00】
　3月 27日（金）
　　肩こり、腰痛改善体操

粟生小学校体育館
　【19:30 ～ 20:30】
　3月 5日（木）
　　リズムウォーキング
　4月 9日（木）
　　フィットネスウォーキング

清水会館
　【14:00 ～ 15:00】
　3月 19日（木）
　　リズムウォーキング
■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

実施時間

9:00～
11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況

区　　分 国民健康保険
加入者数（26 年 12 月末） 9,149  人

1 月支払額 2 億 9,140 万  円

26 年度の累計 28 億 5,715 万  円

1 人当たりの医療費（12 月） 31,850  円

25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円

25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　3月 2日（月）／清水保健センター
　3月 5日（木）／金屋文化保健センター
　3月 12日（木）／金屋文化保健センター
　3月 19日（木）／金屋文化保健センター
　3月 26日（木）／金屋文化保健センター
　4月 6日（月）／清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診［平成 26年 11月生まれ］
　3月 24日（火）13:00 ～
10 か月児健診
　［平成 26年 4月生まれ］3月 3日（火）13:00 ～
　［平成 26年 5月生まれ］4月 7日（火）13:00 ～
1 歳 6 か月児健診［平成 25年 7月生まれ］
　3月 18日（水）12:45 ～
2 歳児健診
　［平成 24年 12月生まれ］
　3月 25日（水）12:45 ～
3 歳 6 か月児健診
　［平成 23年 8月生まれ］
　3月 11日（水）12:45 ～

育児サロン 清水行政局住民福祉室

　3月 2日（月）「親子遊び」
　4月 6日（月）「はじめまして」

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

　3月 24日（火）9:30 ～ 11:00　清水保健センター
　「お散歩・シャボン玉」

お身体大切に！あなたの健康を支えている国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分の約3
割は国保税で、残りの国県町負担となる7割も元を正せば私たちの
税でまかなわれています。医療保険制度を守り、税負担を少なく．．。
私たちのちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

9:00～11:00
清水保健センター
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎52-2111

寒さなんか吹っ飛ばせ！

子どもたちは鬼に負けないようにと思
いを込めた鬼のお面を被り準備万端。保
育士が扮する鬼が登場すると、『鬼は外！
福は内！』と鬼を退治しようと必死に豆を
まきました。鬼が苦手な子もいましたが、
力を合わせて退治することができました。

有田川町学力向上支援講師（常勤）の募集
♦必要資格：教員免許状保有または取得見込みの方
♦募集人員：数名程度
♦業務内容：町内小・中学校において学習指導など教員業務を支援していただきます
♦年　　齢：問いません
♦受付期間：平成 27年 3月 13日（金）まで
	 午前 8時 30分から午後 5時 15分まで（土・日・祝日除く）
♦応募方法：履歴書（1部）＊教員免許状の写しをご持参ください
	 その際に応募に必要な書類をお渡しします
♦採用時期：平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日
♦採用決定：個別面接などにより決定します
♦勤務時間：1日につき 7時間 30分
	 （勤務する学校の始業時刻から勤務開始となります）
♦	勤	務	先：有田川町内の小・中学校
♦待　　遇：月額 172,200 円を支給（平成 26年 4月 1日現在）
	 社会保険・厚生年金・雇用保険・有給休暇の適用もあります
♦問い合わせ：有田川町役場金屋庁舎	教育委員会	こども教育課
	 0737 － 52－ 2111（内線 82－ 211）

元プロ野球選手の木村先生に来ていた
だき野球教室を行いました。キャッチボー
ルやバッティングを教えていただき、最後
には簡単な試合もできました。コーンの上
にボールを置いて打つので、みんながボー
ルを前に飛ばすことができ楽しめました。

金屋第 3 保育所

金屋第 2 保育所
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図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

絵本原画展
「小さな駅美術館
～Ponte del Sogno～」
　かんべあやこ原画展
　3月7日（土）～4月3日（金）
第4回有田川町絵本コンクール原画展
「ドーナツをもとめて」最優秀賞
3 月 6 日（金）まで

一 般 書
　小　説　

「鼠、滝に打たれる」 赤川次郎著

「乙霧村の七人」 伊岡瞬著

「オネスティ」 石田衣良著

「千春の婚礼」 平岩弓枝著

「賢者の愛」 山田詠美著

「悲嘆の門　上下」 宮部みゆき著

「サーカスナイト」 よしもとばなな著

「絶唱」 湊かなえ著

　くらし　

「磯野家の相続税」

「介護の基本」 三好春樹著

「小さなおかず大事典」 辰巳出版

「朝がんばらなくていいお弁当」 藤野嘉子著

　健　康　

「舌を、見る、動かす、食べるで健康になる！」
 平地治美著

「図解中高年のための生活習慣病を予防する
検査数値の見方がわかる本」 阿久澤まさ子著

「ぽかぽか子宮のつくり方」 やまがたてるえ著

　子育て　

「子どもはなぜ勉強しなくちゃいけない
の？続」 おおたとしまさ編著

「発達障害の子に「ちゃんと伝わる」言葉がけ」 
 佐々木正美著

「トイレ上手な子どもになれる本」 辰巳出版

児 童 書
「それいけ！ぼっこくん」 富安陽子作

「妖怪きょうだい学校へ行く」 富安陽子作

「おばけのたまごにいちゃん」 あきやまただし作

「ロバのジョジョとおひめさま」
 ヘレン・スティーヴンズ絵

「ネコのナペレオン・ファミリー」
 はたこうしろう絵

3 月の移動図書館
◇ 3 日（火）城山西小 13:00～13:40
◇ 4 日（水）安 諦 小 13:00～13:30　→　久野原小 14:15～14:30
◇ 6 日（金）こころの医療センター 14:30～15:00 → 西ヶ峯小 15:40～16:00
◇ 10 日（火）八 幡 小 13:00～14:00
◇ 11 日（水）石 垣 小 13:00～13:20
◇ 12 日（木）五西月小 12:50～13:20
◇ 17 日（火）城山西小 13:00～13:25
◇ 18 日（水）田 殿 小 13:00～13:30
◇ 19 日（木）西ヶ峯小 15:30～15:50
◇ 20 日（金）こころの医療センター 14:30～15:00

3 月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ会）
保育園児～小学校低学年対象
◎ちいさな駅美術館／ 7 日（土）
◎金  屋  図  書  館／ 14 日（土）
◎Ａ Ｌ Ｅ Ｃ／ 21 日（土）
◎清水 C.C 図書室／ 28 日（土）
各会場 10：00 ～ 10：30

（ALEC は 10：30 ～ 11：00）

DVD 上映会
◎金屋図書館／ 8 日（日）10:00 ～
　「シンデレラ」
◎ちいさな駅美術館／ 18 日（水）16:00 ～
　「トムとジェリー」
◎金屋図書館／ 22 日（日）10:00 ～
　「おしりかじりむし」

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）　0～ 2歳児対象
◎金 屋 図 書 館／ 12 日（木） 10:00 ～ 11:00「おとなの関わり方」

ブックラザ（親子創作造形遊び）　2～ 4歳までの親子対象
◎金 屋 図 書 館／ 26 日（木） 10:00 ～ 11：00
　クレヨンで書こう、お花畑とゆらゆらちょちょ「バルボンさんのおでかけ」

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580
開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

水道課
吉備会館

ALEC
交
番

鳥尾川

阪
和
自
動
車
道

有田川

マンション

↓

↓

↓

↓

⇔

ＡＬＥＣ看板

ＡＬＥＣ看板
小さな駅美術館
Ｐｏｎｔｅ　ｄｅｌ　Ｓｏｇｎｏ
（藤並駅2Ｆ）

有田南
ＩＣ

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。） 入場無料

３月15日（日）午後2：30～
ちいさな駅美術館

かんべあやこかんべあやこ
プロフィールプロフィール

新潟県生にまれる。

グラフィックデザイナー、 フリーのイラストレーターを経

て、 2010 年 『モリくんのおいもカー』 （くもん出版）

で絵本作家としてデビュー。 その他の作品に 『モリく

んのりんごカー』 『モリくんのハロウィンカー』 （以上

くもん出版）、 『ミミちゃんのおたんじょうびケーキ』

（PHP 研究所）、『開運えほん』 （あかね書房）がある。

日本児童出版美術家連盟会員。

新潟県在住。

モリ
　くん

3月7日 (土) ～ 4月３日 (金)3月7日 (土) ～ 4月３日 (金)
最終日は 18 ： 00 で終了致します。最終日は 18 ： 00 で終了致します。

募集人数：50名 (先着順 )

募集期間：2月 28日 (土 )～定員に達し次第受付終了

受付場所：ちいさな駅美術館 (電話申し込み可 )

※要申し込み

かんべあやこ原画展かんべあやこ原画展

新 着 案 内
本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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（
3
月
1
日
～
3
月
7
日
）

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
火

災
予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災

か
ら
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
お
い
て
、
コ
ン
ロ
や
暖
房
器

具
な
ど
の
防
火

点
検
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

全
国
統
一
標
語

も
う
い
い
か
い

　
　
　

火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
　

ま
あ
だ
だ
よ

全
国
山
火
事
予
防
運
動

こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の

強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
た
き
火
、
火
入

れ
な
ど
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
3
月
8
日
に
奥
地
内
・
二
川
地
内
で
、

火
災
か
ら
森
林
を

守
る
た
め
、
消
防

署
と
消
防
団
が
合

同
で
、
山
火
事
を

想
定
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

第
3
回「
防
火
の
詩
」入
選
作
品
発
表

優
秀
賞 

（
前
田 

利
恵
様
）

「
火
の
用
心　

つ
け
て
安
心　

住
警
器
」

入　

選 

（
田
中 

茂
代
様
）

「
忘
れ
な
い　

わ
た
し
が
見
守
る 

生
き
て
る
火
」

入　

選 

（
石
谷 

龍
希
様
）

「
消
防
車　

来
る
ま
で
出
来
る　

初
期
消
火
」

入　

選 

（ 

下
田
原 

文
代
様
）

「
ち
ょ
っ
と
し
た　

油
断
大
敵　

火
の
用
心
」

た
く
さ
ん
の
御
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
、広
報
紙
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
幅
広
く
火

災
予
防
活
動
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

熱
性
痙
攣（
ね
っ
せ
い
け
い
れ
ん
）

熱
性
痙
攣
と
は
、
子
供
が
（
主
に
6
ヶ

月
か
ら
5
歳
く
ら
い
ま
で
）
熱
の
上
が
り

際
に
多
く
、
突
然
意
識
が
な
く
な
り
、
白

目
を
向
い
て
身
体
を
そ
ら
せ
る
よ
う
に
硬

く
し
た
り
、
手
足
を
ガ
ク
ガ
ク
震
わ
せ
る

状
態
で
す
。
通
常
38
度
以
上
の
発
熱
が
あ

り
、
痙
攣
の
あ
と
発
熱
に
気
付
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

熱
性
痙
攣
は
、
脳
炎
や
髄
膜
炎
な
ど
明

ら
か
に
痙
攣
の
原
因
と
な
る
病
気
の
な
い

も
の
を
言
い
、
た
い
て
い
は
2
～
3
分
で

治
ま
り
、
発
作
が
止
ま
る
と
睡
眠
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。

は
じ
め
て
見
た
時
は
、
慌
て
ま
す
が
、
落

ち
着
い
て
次
の
事
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
痙
攣
が
何
分
間
続
い
た
の
か
、
痙
攣
の

様
子
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
あ
と
で
詳
し

く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
よ
く
み
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

②
衣
服
を
緩
め
、
頭
部
を
胴
体
よ
り
や
や

低
く
し
、
側
臥
位
に
し
て
顔
を
横
に
向

け
、
吐
い
た
物
が
気
道
に
入
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。

③
痙
攣
が
治
ま
っ
た
ら
、熱
を
計
り
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
か
ら
、
慌
て
ず
か
か
り
つ
け

の
病
院
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ほ
と
ん
ど
の
熱
性
痙
攣
は
後
遺
症
を
残

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な

痙
攣
の
時
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

な
ど
し
て
急
い
で
病
院
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

①
痙
攣
が
15
分
以
上
続
く
。

②
痙
攣
が
治
ま
っ
て
も
長
い
間

意
識
が
戻
ら
な
い
。

③
24
時
間
以
内
に
2
回
以
上
痙

攣
を
繰
り
返
す
。

④
生
後
6
ヶ
月
以
下
や
6
歳
以

上
で
痙
攣
を
起
こ
し
た
場
合
。

⑤
痙
攣
の
様
子
が
左
右
非
対
称

で
あ
る
。

寄
付
金

平
成
26
年
12
月
に
、
救
急
業

務
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、町
内
に
在
住
の
方
（
匿
名
）

か
ら
金
五
萬
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
3
件

　

救　
　

急
…
…
…
1
4
0
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
2
件

（
平
成
27
年
1
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

春
の
火
災
予
防
運
動

10



男
女
共
同
参
画
計
画

本
計
画
は
、
男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人

権
を
尊
重
し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
で
き
る
男
女 

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、

基
本
理
念
の
も
と
、
男
女
が
と
も
に
豊
か

な
社
会
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

有
田
川
町
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

の
基
本
的
な
指
針
を
示
し
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し

て
い
く
た
め
平
成
21
年
度
に
「
有
田
川
町

男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
、
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
有
田
川

町
男
女
共
同
参
画
計
画
～
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

Ⅱ
～
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
D
V
防
止
法
）
が
一
部
改
正
さ
れ
た
た

め
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
期
間
を
1
年
延
長

し
支
援
計
画
の
内
容
と
兼
ね
合
わ
す
と
い

う
か
た
ち
で
作
成
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

◎
互
い
に
認
め
共
に
生
き
る

田
中
ゆ
か
・
伊
藤
ひ
ろ
し

と　

き
／
3
月
21
日　

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

う
た
と
ハ
ー
プ
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

音
色
に
の
せ
な
が
ら
田
中
ゆ
か
さ
ん
自
身

が
経
験
し
た
自
殺
未
遂
と
う
つ
病
を
赤

裸
々
に
紹
介
し
な
が
ら
、
人
を
認
め
る
こ

と
の
大
切
を
熱
く
語
り
ま
す

■「
り
ぃ
ぶ
る
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
」（
昨

年
11
月
15
日
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
に
て
開

催
）
に
お
い
て
、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
あ

る
真
道
ゴ
ー
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
何

人
か
の
委
員
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

真
道
ゴ
ー
さ
ん
は
、
ご
家
族
や
学
校
、

地
域
の
理
解
協
力
を
得
て
、
ご
自
身
の
生

き
方
を
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ボ
ク

サ
ー
と
し
て
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
講
演
さ
れ
る

ゴ
ー
さ
ん
を
拝
見
し
て
て
、
鎌
田
實
先
生

の
「
1
％
」
の
力
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

人
は
絶
望
の
中
に
い
る
時
、「
1
％
」

何
か
を
変
え
る
と
希
望
が
見
え
て
く
る
。

そ
の
上
そ
の
「
1
％
」
は
誰
か
の
た
め
に

生
き
る
と
、
不
思
議
・
・
・
思
い
や
り
ホ

ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
幸
せ
で
健
康
で
長

生
き
が
で
き
る
と
。
お
互
い
に
寄
り
添
い

認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

理
事　

中
西　

久
光
江

性
同
一
障
害
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
本
人
が
そ
の
事
に
気
づ
く

の
は
物
心
つ
い
た
頃
で
あ
り
、
思
春
期
の

多
感
な
時
期
に
苦
し
む
人
が
多
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

成
人
に
つ
い
て
は
法
の
整
備
が
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
子
ど
も
達
へ
の

対
処
法
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
子
ど
も
達
の
成
長
期
に
お
い
て

回
り
の
人
々
の
理
解
や
、
と
り
わ
け
学
校

等
教
育
機
関
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

委
員　

60
代
女
性

お
知
ら
せ

3
月
19
日（
木
）
に
人
権
擁
護
委
員
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
場
所　

き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
だ
よ
り
　
111

男
女
共
同
参
画
計
画
～
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
Ⅱ
～

基
本
理
念
：
人
と
自
然
が
織
り
な
し 

み
ん
な
が
共
に
い
き
い
き
輝
く
ま
ち
　
有
田
川

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

基本目標
Ⅰ　男女共同参画をめざす意識づくり
Ⅱ　男女共同参画の推進による豊かな地域社会づ

くり
Ⅲ　男女がともにいきいきと働ける環境づくり
Ⅳ　男女がともに健やかに安心して暮らせる体制

づくり
Ⅴ　男女間のあらゆる暴力の根絶に向けた取り組み
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
有田川町の
ええとこ紹介

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２ヶ所で介護予防等の相談に応
じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　3月16日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護をされている方の集いです。お気軽にご参加下さい！

◎有田川町の地域を紹介します！第 2 回目の今回は『奥徳田区』です！
奥徳田地区の 65歳以上の方への健康についてのアンケート調査でお宅を訪問させていただき、そのアン

ケート結果をもとに、10月 25日に奥徳田地区の懇談会を行いました。大人から子どもまで幅広い世代に
ご参加いただき、皆さんから貴重なお話を聞かせていただきました。
懇談会では、これからの地域の事を話合う中で、子供から大人まで気軽に集まれる場所作りが必要ではな
いか？などの声が上がりました。その結果、奥徳田サロンができました。
第 1回目として世代間の交流を目的とし、年末に餅つき大会を行いました。

～「多世代交流サロン」がつなぐ地域の絆～

昔は近所みんなで餅つきして楽しかったな～
みんなでこんなんするの久しぶりやよ！
やっぱり楽しいわ！

（サロン代表の福居さんより一言）
「大人から子供まで、是非皆さん気軽に寄っ

て下さいね！また運動教室など始めたい方

は、声をかけて下さい！」

地区懇談会、今後も各地区で開催させていただきます。これからもますます元気で過ごすために、自分た
ちの地区に必要なこと、求めていること、できることを話し合ってみませんか。地域の絆を深めるきっかけ
にしていただければ幸いです。

自分の餅は自分で丸めてよ～
う～ん、なかなか難し

つきたての餅は
おいしいな～
（ぜんざいで少し味見を）

12



まちのデータ
（平成 27 年 1 月末日現在）

人口 27,453 人

男 12,902 人

女 14,551 人

10,385 世帯

交通事故発生件数
（12月中、物損、高速含む）

有田川町 58 件
死者 0 人　負傷 11 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

3
月
の
行
政
相
談

●
3
月
19
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

　

9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所　

13
時
～
15
時
30
分

●
3
月
26
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

投
資
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
に

ご
注
意
！

近
畿
財
務
局
相
談
窓
口
「
き
ん
ざ
い
金

融
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
は
、「
お
持
ち
の

未
公
開
株
を
高
く
買
い
取
り
ま
す
と
勧
誘

さ
れ
た
が
信
じ
て
い
い
か
」
な
ど
「
未
公

開
株
」「
フ
ァ
ン
ド
」「
F
X
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
詐

欺
に
関
す
る
電
話
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
未
公
開

株
な
ど
の
投
資
話
を
持
ち
掛
け
、
す
ぐ
に

取
引
し
な
い
と
、
権
利
が
無
く
な
る
な
ど

と
急
が
せ
、
早
く
お
金
を
渡
す
よ
う
に
要

求
し
ま
す
。「
ほ
ん
と
か
な
?
」「
お
か

し
い
な
?
」
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
支

払
う
前
に
「
き
ん
ざ
い
金
融
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
／
き
ん
ざ
い
金
融
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

☎
０
６
‐
６
９
４
９
‐
６
２
５
９

平
日
9
時
～
17
時

臨
時
職
員
の
募
集

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／
作
業
員
・
6

名
程
度

●
作
業
内
容
／
町
有
施
設
や
道
路
沿
い
の

草
刈
り
清
掃
な
ど

●
雇
用
期
間
／
平
成
27
年
5
月
上
旬
～
平

成
27
年
10
月
末
（
約
6
ヶ
月
間
）

●
応
募
資
格
・
勤
務
条
件
な
ど

①
失
業
な
ど
に
よ
り
就
職
活
動
中
の
者
及

び
平
成
27
年
5
月
1
日
ま
で
に
離
職
予

定
の
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
草
刈

機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
た
作
業

が
可
能
な
者

③
有
田
川
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
者

④
65
歳
以
下（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）

⑤
そ
の
他
の
応
募
資
格
や
給
与
等
の
雇
用

条
件
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

●
選
考
方
法
／
面
接
試
験
（
人
物
、経
験
、

性
格
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
面
接
）

●
申
込
手
続
き
／
所
定
の
申
込
書
に
よ

り
、
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課
ま
で

●
受
付
期
間
／
平
成
27
年
3
月
12
日（
木
）

～
平
成
27
年
3
月
23
日（
月
）
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分（
土
曜
・
日

曜
及
び
祝
日
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間

3
月
17
日（
火
）
～
27
日（
金
）

●
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
、

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
、
所
得
制
限
等
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清

水
行
政
局
建
設
環
境
室

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備　　　考

徳田 徳田1276-9 1戸 11,000 円～
21,700 円

S49 建築　簡易耐火 2 階建
3DK・浴室・トイレ　52㎡

長田 長田 272-2 1戸 10,900 円～
21,400 円

S49 建築　簡易耐火 2 階建
3DK・浴室・トイレ　52㎡

中井原 中井原 93-1 1戸 18,900 円～
37,200 円

H12 建築　準耐火 2 階建
2DK・浴室・トイレ　62㎡
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棚
田
ウ
ォ
ー
ク
in
あ
ら
ぎ
島　

２
０
１
５

～
大
庄
屋
笠
松
左
太
夫
の
心
に
触
れ
る
原

風
景
の
散
策

紀
の
国
わ
か
や
ま
1
万
人
健
康
リ
レ
ー

ウ
ォ
ー
ク　

共
催
～

あ
ら
ぎ
島
周
辺
を
散
策
す
る
「
棚
田

ウ
ォ
ー
ク
in
あ
ら
ぎ
島
」
は
今
年
で
7
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
々
回
好
評
い
た
だ

い
た
三
田
蔵
王
権
現
社
の
会
式
お
参
り
と

お
餅
ま
き
に
、
今
年
も
地
元
の
ご
協
力
に

よ
り
参
加
。
昨
年
2
回
目
を
迎
え
た
行
灯

ア
ー
ト
展
も
好
評
で
し
た
の
で
、
参
加
者

の
方
に
は
簡
単
な
行
灯
を
作
る
体
験
と
、

例
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
わ
作
り

体
験
も
用
意
し
ま
し
た
。

春
風
を
感
じ
な
が
ら
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
・
集
合
場
所
／
平
成
27
年
4
月
25

日（
土
）
集
合　

道
の
駅　

あ
ら
ぎ
の

里
9
時
30
分
・
終
了
予
定　

15
時
30
分

■
コ
ー
ス
／
全
行
程
距
離　

約
7
㎞

■
参
加
料
／

　

行
灯
作
り
体
験
希
望
者（
約
15
名
）

1
0
0
0
円

　

う
ち
わ
作
り
体
験
希
望
者（
約
15
名
）

1
0
0
0
円

■
昼
食
／
各
自
持
参

■
申
し
込
み
方
法
／

電
話
、
F
A
X
に
よ
り
参
加
者
の
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
（
複

数
人
申
し
込
む
場
合
は 

誰
が
代
表
者

か
の
明
記
）
を
記
入
の
上
、
清
水
行
政

局
産
業
振
興
室
へ
（
到
着
順
に
よ
り
参

加
者
を
決
定
）

■
申
し
込
み
期
間
／
平
成
27
年
3
月
16
日

（
月
）
～
4
月
15
日（
水
）

　

但
し
、
募
集
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締

切
り
ま
す
。

■
募
集
定
員
／
先
着
30
名
程
度

　

小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

（
同
伴
者
も
参
加
者
と
す
る
）

■
当
日
の
持
ち
物
／

　

お
弁
当
、
水
筒（
お
茶
）、
健
康
保
険
証
、

帽
子
、
雨
具
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、

　

常
備
薬
、
餅
ま
き
用
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど

■
雨
天
の
場
合
／
【
小
雨
決
行
】
荒
天
の

場
合
は
翌
日
に
延
期

　

荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
前
日
夕
刻

に
実
施
の
判
断
を
し
、
延
期
決
定
と

な
っ
た
場
合
の
み
参
加
者
（
代
表
者
）

に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
お
土
産
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
清
水
行
政
局
・
商
工
観

光
課

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
般
幹
部
候
補
生
受
付
開
始

●
制
度
の
概
要
／
大
卒
者
な
ど
を
対
象
に

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
を

養
成
す
る
制
度
。
海
・
空
自
衛
隊
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
飛
行
要
員
を
含

み
ま
す
。

●
採
用
後
の
待
遇
な
ど
／
幹
部
候
補
生
と

し
て
約
1
年
間
の
教
育
訓
練
終
了
後
、

幹
部
自
衛
官
と
し
て
部
隊
な
ど
で
勤
務

す
る
事
に
な
り
ま
す
。
将
来
、外
務
省
・

内
閣
官
房
な
ど
へ
の
出
向
、
防
衛
駐
在

官
と
し
て
の
国
外
勤
務
な
ど
多
様
な
活

躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。
外
国
の
大
学
な

ど
へ
の
留
学
、
国
内
の
大
学
（
研
究
機

関
含
む
）
な
ど
へ
の
派
遣
な
ど
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

※
県
外
大
学
生
の
受
験
手
続
き
も
可
能
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田

募
集
案
内
所

〒
6
4
9
―
0
3
1
6

　

有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
―
2

　
　

☎
0
7
3
7
―
82
―
6
6
3
1

メ
ー
ル
／

recruit1-w
akayam

a@
pco.m

od.go.jp

財
務
専
門
官
採
用
試
験

●
受
験
資
格

①
昭
和
60
年
4
月
2
日
～
平
成
6
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
②
平
成
28
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
③
人
事

院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

●
申
込
受
付
期
間
／
4
月
1
日（
水
）
～

4
月
13
日（
月
）

●
試
験
日
／
6
月
7
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
財
務
局
総
務
部

人
事
課☎

０
６
‐
６
９
４
９
‐
６
３
５
２

昨年の様子

14



助 

成

◆
◆
◆

平
成
27
年
度
有
田
川
町
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
30
歳
以
上
）
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
者
の
皆
さ
ま
に

1
日
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
も
例
年
と
同
じ
検
査
医
療

機
関
で
受
検
し
た
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
一

部
助
成
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点
に

留
意
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
開
始
／
4
月
3
日（
金
）
か
ら

●
受
付
窓
口
／
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎

1
階
）・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
1
階
）・

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
ま
た
は
各
出

張
所

※
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

●
ド
ッ
ク
の
種
類
／
①
人
間
ド
ッ
ク
②
脳

ド
ッ
ク
③
人
間
ド
ッ
ク
+
脳
ド
ッ
ク

3
コ
ー
ス
の
内
い
ず
れ
か
1
つ
の
コ
ー

ス
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
年
度
内
に

1
回
だ
け
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
す
べ

て
の
コ
ー
ス
に
特
定
健
診
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

●
申
込
受
付
期
限
／
国
民
健
康
保
険
の
方

は
平
成
28
年
3
月
末
ま
で
。
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
方
は
平
成
27
年
12
月
末

ま
で

●
検
査
医
療
機
関
／
○
有
田
南
病
院
（
有

田
川
町
）
人
間
ド
ッ
ク
○
済
生
会
有
田

病
院
（
湯
浅
町
）
人
間
ド
ッ
ク
○
有
田

市
立
病
院
（
有
田
市
）
人
間
ド
ッ
ク
○

桜
ヶ
丘
病
院
（
有
田
市
）
人
間
ド
ッ
ク

○
亀
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
有
田
川
町
）
脳

ド
ッ
ク
○
西
岡
病
院
（
有
田
川
町
）
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
+
脳

ド
ッ
ク
○
成
人
病
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山

市
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
人
間

+
脳
ド
ッ
ク
○
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー

（
和
歌
山
市
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
○
健
診
セ
ン
タ
ー
・
キ
タ
デ
（
御
坊

市
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
人
間

+
脳
ド
ッ
ク

●
変
更
事
項
／
「
亀
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は

今
ま
で
「
人
間
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク

+
脳
ド
ッ
ク
」
も
受
け
付
け
て
い
ま

し
た
が
27
年
度
か
ら
は
、「
脳
ド
ッ
ク
」

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

有
田
川
町
国
民
健
康
保
険
の
方
に
は
、

新
し
い
保
険
証
送
付
時
に「
ド
ッ
ク
案
内
」

を
一
緒
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

制 

度

◆
◆
◆

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
減
免
申
請

に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

で
、
下
記
の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は

N
H
K
放
送
受
信
料
免
除
の
申
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
各
庁
舎
担
当
課
窓
口
に
て
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
免
除
基
準
内
容
／

【
全
額
免
除
】
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯
構
成
員

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
場
合

【
半
額
免
除
】
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

障
害
等
級
が
重
度
（
※
）
の
方
が
世
帯

主
で
受
信
契
約
者
の
場
合
。（
※
障
害

等
級
が
重
度
…
身
体
障
害
者
手
帳
1
・

2
級
、
療
育
手
帳
A
1
・
A
2
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
）
視
覚

障
害
ま
た
は
聴
覚
障
害
に
よ
り
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
世
帯
主
で

受
信
契
約
者
の
場
合
。

●
申
請
手
続
き
に
際
し
、
窓
口
へ
ご
持
参

い
た
だ
き
た
い
も
の
／
印
鑑
・
障
害
者

手
帳

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
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有
田
川
町
障
害
者
施
設
通
所
交

通
費
助
成
金
交
付
制
度

在
宅
の
障
害
者
の
方
が
障
害
者
支
援
施

設
等
に
通
所
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
対
象
者
は
通
所
距

離
が
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
方
で
路

線
バ
ス
、
鉄
道
等
を
利
用
さ
れ
て
通
所
し

て
い
る
方
で
す
。
た
だ
し
、
他
の
制
度
に

よ
り
、
交
通
費
の
補
助
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
に
つ
い

て
は
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
方
は
3
月
末
日
ま
で
に
申
請
し

て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

有
田
川
町
障
害
児
通
所
施
設
遠

距
離
通
所
補
助
金
交
付
制
度

有
田
川
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設（
特

別
支
援
学
校
幼
稚
部
．
児
童
発
達
支
援
事

業
所
等
）
に
通
う
児
童
の
保
護
者
に
対
し

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。

対
象
者
は
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設
に

通
所
（
施
設
の
開
所
日
数
の
半
分
以
上
通

所
）
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
で
自
宅
か

ら
の
距
離
が
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

方
で
す
。
た
だ
し
、
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
は
3
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
既
に
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離
通

済
証

運
転
免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転　

さ
れ
る
場
合
の
み
）

E
T
C
カ
ー
ド
（
障
害
者
本
人
名
義

の
も
の
）

E
T
C
車
載
器
の
管
理
番
号
が
確
認

で
き
る
も
の
（
E
T
C
車
載
器
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
等
）

●
対
象
自
動
車
／
登
録
で
き
る
自
動
車
は

障
害
者
の
方
お
1
人
に
つ
き
1
台
。
自

動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届
出
済

証
に「
自
家
用
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
車
。

所
有
者
の
氏
名
が
個
人
名
義
の
も
の

で
、
本
人
、
配
偶
者
、
直
系
血
族
及
び

そ
の
配
偶
者
、
兄
弟
姉
妹
及
び
そ
の
配

偶
者
並
び
に
同
居
の
親
族
名
義
の
車
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
小
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、
学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
な
ど

の
費
用
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

「
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
」
と

認
め
た
場
合
に
援
助
を
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、在
籍
し
て
い
る
小
・

中
学
校
長
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育

課

有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割

引
制
度

全
国
の
有
料
道
路
事
業
者
が
統
一
的
に

実
施
す
る
有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割

引
制
度
で
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
等
の
日

常
生
活
に
お
い
て
、
有
料
道
路
を
ご
利
用

さ
れ
る
障
害
者
の
方
に
対
し
て
、
自
立
と

社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
対
象
と
な

ら
れ
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
庁
舎
担
当
課

へ
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
さ
れ

る
場
合
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
す
べ
て
の
方
。
障
害
者
ご

本
人
以
外
の
方
が
運
転
さ
れ
、
障
害
者

ご
本
人
が
同
乗
さ
れ
る
場
合
は
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
重
度
の
障
害
を
お
持

ち
の
方
（
重
度
の
障
害
…
手
帳
に
「
第

1
種
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
）

●
申
請
手
続
き
に
際
し
、
窓
口
へ
ご
持
参

い
た
だ
き
た
い
も
の

　
【
E
T
C
を
利
用
し
な
い
場
合
】

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届
出

済
証

運
転
免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転

さ
れ
る
場
合
の
み
）

　
【
E
T
C
を
使
用
す
る
場
合
】

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届
出
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所
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
通
所
施
設
に
お
い
て
「
出
席
状
況
証

明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
請
求
書
と

振
り
込
み
先
が
わ
か
る
物
と
と
も
に
4
月

3
日（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

案 

内

◆
◆
◆

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧
及
び
交

付
に
つ
い
て

平
成
27
年
4
月
1
日
よ
り
、
吉
備
庁
舎

に
お
い
て
も
、
地
籍
調
査
完
了
地
区
に
つ
い

て
の
成
果
の
閲
覧
及
び
交
付
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
成
果
の
閲
覧
及

び
交
付
を
行
え
る
箇
所
は
、
吉
備
庁
舎
1

階
税
務
課
、
金
屋
庁
舎
2
階
地
籍
調
査
課
、

清
水
行
政
局
1
階
産
業
振
興
室
の
三
箇
所

と
な
り
ま
す
。
成
果
の
閲
覧
な
ど
必
要
な

方
は
、
最
寄
り
の
庁
舎
へ
お
越
し
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
地
籍
調
査
課

事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て

平
成
27
年
4
月
1
日
よ
り
、
清
水
行
政

局
産
業
振
興
室
地
籍
調
査
班
の
事
務
所
を

清
水
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
か
ら
清
水
行
政

局
1
階
産
業
振
興
室
内
に
移
転
し
ま
す
。

来
庁
さ
れ
る
時
は
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
地
籍
調
査
課

生
石
高
原
山
焼
き
の
お
知
ら
せ

山
頂
笠
石
周
辺
に
観
覧
場
所
を
設
け
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
3
月
15
日（
日
）
9
時
30
分
～

15
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
、
3
月
22
日（
日
）

に
変
更

■
場
所
／
生
石
高
原
笠
石
を
中
心
と
す
る

ス
ス
キ
草
原
区
域

■
行
事
内
容

・
山
焼
き
／
10
時
～
14
時
10
分

　
（
ス
ス
キ
草
原　

９
５
，０
０
０
㎡
）

・
太
鼓
演
奏
／
9
時
50
分
～
10
時

・
ぜ
ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー

　
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

■
実
施
団
体

・
主
催
：
有
田
川
町
・
紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課

献 

血

◆
◆
◆

3
月
の
献
血

■
3
月
19
日（
木
）

○
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店

	

10
時
～
12
時
45
分

○
西
岡
病
院	

14
時
30
分
～
16
時
30
分

献
血
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
、
有
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
記

念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

3
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

23
日（
月
）で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
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見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
最
も
大
変
な
作
業
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
割
り
箸
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
用
い
た
脱

穀
の
作
業
で
し
た
。
脱
穀
に
は
、
授
業
時
間
だ
け
で
は
終
わ
ら

ず
、
み
ん
な
で
何
時
間
も
か
け
て
や
り
遂
げ
た
と
い
う
苦
労
が

発
表
さ
れ
、
改
め
て
機
械
の
便
利
さ
や
手
作
業
の
大
変
さ
が
理

解
で
き
た
と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
あ
ら
ぎ

島
に
比
較
し
て
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
田
ん
ぼ
で
と
れ
た
お
米
の
量

は
少
な
く
、
土
地
の
広
さ
と
お
米
の
成
長
が
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
、子
ど
も
た
ち
な
り
の
考
え
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
食
事
会
が
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
お

米
を
用
い
、
手
作
り
し
た
お
に
ぎ
り
と
味
噌
汁
を
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
協
職
員

に
よ
る
ポ
ン
菓
子
作
り
の
実
演
が
行
わ
れ
、
見
た
こ
と
も
な
い

機
械
を
前
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見
つ
め
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
爆
発
す
る
大
き
な
音
や
何
倍
に
も
膨
ら
ん
だ
お
米
の
粒
に

驚
き
な
が
ら
も
、
で
き
た
て
の
ポ
ン
菓
子
は
優
し
い
甘
さ
が
お

い
し
く
、
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
1
年
間
、
子
ど
も
た

ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
学

習
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

食
べ
て
い
る
お
米
も
、
大
変

な
作
業
を
経
て
で
き
て
い

る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
な

り
に
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
大

変
良
い
経
験
や
思
い
出
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

去
る
1
月
28
日
、
八
幡
小
学
校
に
お
い
て
3
・
4
年
生
に
よ
る

収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
お

米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
総
合
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
を
お
招
き
し
、
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
の
学
習
テ
ー
マ
は
、「
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
田
ん
ぼ
の
米
作

り
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
ら
ぎ
島
に
お
い
て
田
植
え
や
稲

刈
り
、
脱
穀
な
ど
の
体
験
を
行
う
一
方
で
、
小
学
校
内
に
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
田
ん
ぼ
を
作

り
、
5
月
の
田
す
き
・
田

植
え
か
ら
、夏
の
草
引
き
、

9
月
の
稲
刈
り
、
脱
穀
、

籾
す
り
、
精
米
、
調
理
ま

で
を
行
い
、
お
米
づ
く
り

の
一
連
の
過
程
を
体
験
学

習
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想
で

は
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
感
触

が
気
持
ち
よ
く
、
田
植
え

は
楽
し
か
っ
た
と
い
う
意

八
幡
小
学
校
の
収
穫
祭
が行わ

れ
ま
し
た

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
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